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注目のメカトロニクスパーツ（FA・PA設備の構成部材）の市場を調査 

 

―２０２４年予測（２０２０年比）― 

■注目メカトロニクスパーツ市場     ２兆８,３６３億円（４３.４％増） 

エレクトロニクス向けの好況が続くことと、国内外で延期された設備投資の再開で、市場拡大 

●ＡＣサーボモーター／ドライバー市場     ６,６６２億円（９６.９％増） 

中国での製造業への投資増加や自動車製造業での需要の高まりなどで伸長 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 清口 正夫 03-3664-5811）

は、テレワークの浸透やＤＸ化に伴うＩＴ端末の需要増加で半導体製造装置や、巣ごもり需要によるＥＣ利用増加

で倉庫や配送センターなどへの設備投資が拡大していることを受け、伸びが期待されるメカトロニクスパーツ（Ｆ

Ａ・ＰＡ設備の構成部品）の世界市場を調査した。その結果を「2021年版 注目メカトロニクスパーツ市場実態総

調査」にまとめた。 

 この調査では、コントローラー領域７品目、ドライブ領域８品目、センサー領域９品目、受配電・接続機器領域

１０品目、ＰＡ機器領域４品目の市場を調査・分析し、将来を予想した。なお、市場は日本市場＋日系メーカー海

外実績とした。 

 

＜調査結果の概要＞ 

■注目メカトロニクスパーツ市場（日本市場＋日系メーカーの海外実績） 

２０２１年の市場は、半導体・電子デバイスや樹脂、金属類などの部材の供給不足により納期の長期化や製品価

格への影響がみられる。しかし、経済活動の再開やテレワークの普及、５Ｇ通信サービスの開始に伴うＩＣＴ端末

や通信機器などの需要増加で、半導体・液晶製造装置などエレクトロニクス向けが好調なことから、前年比１４.

０％増の２兆２,５４５億円が見込まれる。 

今後は、エレクトロニクス向けの好況が続くほか、自動車や産業機械、ビル・建屋、インフラ関連などの設備投

資が再開されることで、市場拡大が予想される。特に、生産設備の稼働に欠かせないドライブ領域や工場のデジタ

ル化・ＩｏＴ対応に必要なコントローラー領域への投資増加から、２０２４年には２０２０年比４３.４％増の２

兆８,３６３億円が予測される。 
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＜注目市場＞ 

●ＡＣサーボモーター／ドライバー 

 ２０２１年見込 ２０２０年比 ２０２４年予測 ２０２０年比 

日本市場 １,５３４億円 １１３.３％ １,７８４億円 １３１.８％ 

日系メーカーの海外実績 ２,８０６億円 １３８.３％ ４,８７８億円 ２.４倍  

合 計 ４,３４０億円 １２８.３％ ６,６６２億円 １９６.９％  

 ＡＣサーボモーター／ドライバーは、サーボ機器において位置や速度などを制御するモーターのうちＡＣ（交

流）電源を用いたものである。； 

 ２０２１年の市場は、データセンター・基地局関連装置向けや、スマートフォン・車載電装品などの半導体・液

晶関連装置向けが好調であり、日系メーカーの海外実績を中心に伸長している。 

 今後も、日系メーカーの海外実績は中国を始めとする製造業への投資増加によって伸長し、２０２４年には２０

２０年比２.４倍が予測される。特に、タブレット端末やスマートフォン、ＰＣに加え、５Ｇ通信関連設備などの

需要増加を受けた半導体・液晶関連製造装置向けの伸びが予想される。また、ＥＶなどの環境対応車や車載電装品

が増加していくことから自動車製造業での需要は海外に加え、国内でも高まるとみられる。 

 

●プログラマブルコントローラー 

 ２０２１年見込 ２０２０年比 ２０２４年予測 ２０２０年比 

日本市場 １,０６７億円 １１４.２％ １,２２４億円 １３１.０％ 

日系メーカーの海外実績 ９２５億円 １１６.１％ １,０９１億円 １３６.９％ 

合 計 １,９９２億円 １１５.１％ ２,３１５億円 １３３.７％ 

 プログラマブルコントローラーは、主に工場などの自動機械の制御に使われている装置である。 

 ２０２１年の日本市場は経済活動の再開により、前年末から需要が回復しており、特に後半は旺盛な需要がみら

れ、前年比１４.２％増が見込まれる。また、日系メーカーの海外実績は引き続き中国での高い需要が維持されて

いるため、伸びが続くとみられる。 

 今後の日本市場は、製造業の投資増加によって伸長するとみられる。また、日系メーカーの海外実績は、日系エ

ンドユーザーが生産拠点として進出し、経済成長が予想される東南アジアでの販売を強化することなどから２０

２４年には２０２０年比３６.９％増が予測される。 

 

●ＤＣＳ 

 ２０２１年見込 ２０２０年比 ２０２４年予測 ２０２０年比 

日本市場 １,００６億円 １００.６％ １,０３６億円 １０３.６％ 

日系メーカーの海外実績 １,１７１億円 １０１.０％ １,２３０億円 １０６.１％ 

合 計 ２,１７７億円 １００.８％ ２,２６６億円 １０５.０％ 

 ＤＣＳ（Distributed Control System）は、複数の装置が同時に稼働する大規模なシステムを複数のコントロー

ラーで協調・統合制御する分散制御システムである。 

 ２０２１年は、新型コロナ流行の影響による設備投資の不振で、前年に引き続き化学やオイル＆ガス関連のプラ

ント向けは伸び悩んでいる一方、製薬や食品・飲料関連設備向けが増加しているため、日本市場と日系メーカーの

海外実績ともに前年比微増が予想される。 

 今後は、日本市場は、参入企業がファインケミカルや製薬、食品・飲料関連などでの新規需要が期待できる分野

の開拓に注力すると共に、化学やオイル＆ガス関連の既設プラントのリプレース需要を取り込むことで伸長する

とみられる。また、海外では、既設プラントのリプレース需要に加えて、新設需要も予想されることから、日系メ

ーカーの海外実績は２０２４年には２０２０年比６.１％増が予測される。 

 

●流量計 

 ２０２１年見込 ２０２０年比 ２０２４年予測 ２０２０年比 

日本市場 ７５１億円 １１１.６％ ９５０億円 １４１.２％ 

日系メーカーの海外実績 ５９３億円 １１１.３％ ７７０億円 １４４.５％ 

合 計 １,３４４億円 １１１.４％ １,７２０億円 １４２.６％ 

 流量計は、液体やガス・空気・蒸気・石油類などの消費量計測や管理などに使用される計量器である。多くが工
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場向けで、薬品、石油化学製品など液体品の生産量管理や、製造プロセスでの水、蒸気、ガスなどの消費量計測・

管理などに使用される。その他にも上下水道・水処理施設などの水使用量管理、ビルにおける空調管理などの用途

で採用されている。なお、ガスメーターや水道メーターなど料金取引を目的とした流量計は対象外とした。 

２０２１年は、ＦＡ（Factory Automation）用途では前年から続く半導体・液晶製造装置向けを中心に伸長して

いる。ＰＡ(Process Automation)用途ではオイル＆ガスや火力発電所、化学分野などで国内産業が成熟しており、

大規模な新規案件が少ないため、スポット需要やリプレース案件が中心となっている。 

 今後も半導体や液晶製造装置向けでの好調は続くとみられ、ＦＡ用途がけん引し市場は拡大していくと予想さ

れる。 

 

 

＜調査対象＞ 

コントローラー 

領域 

・プログラマブルコントローラー ・モーションコントローラー ・ＰＣベースコントローラー 

・プログラマブル表示器 ・温度調節計  

・産業用コンピューター ・ＣＮＣ装置  

ドライブ領域 

・ＡＣサーボモーター／ドライバー ・産業用ステッピングモーター ・産業用ギアードモーター 

・リニアサーボモーター ・汎用インバーター ・産業用ＰＭモーター 

・ダイレクトドライブモーター ・三相インダクションモーター  

センサー領域 

・固定式コードリーダー ・レーザー変位センサー ・ロータリエンコーダー 

・光電センサー ・近接センサー ・産業用振動センサー 

・ファイバセンサー ・リニアエンコーダー ・産業用圧力センサー 

受配電・ 

接続機器領域 

・産業用配線用遮断器 ・ソリッドステートリレー ・産業用スイッチングハブ 

・産業用気中遮断器 ・スイッチング電源 ・端子台 

・コンタクター ・タイマー  

・電力調整器 ・カウンター  

ＰＡ機器領域 
・ＤＣＳ ・流量計  

・記録計 ・差圧・圧力伝送器  

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入企業および関連企業・団体などへのヒアリングおよび関連文献調査、社内データ

ベースを併用 

 

＜調査期間＞ 

２０２１年６月～１０月 

     以上 

資料タイトル ： 「2021年版 注目メカトロニクスパーツ市場実態総調査」 

体 裁 ： Ａ４判 ３０６頁 

価 格 ： 書籍版 １８７,０００円（税抜１７０,０００円） 

  書籍／ＰＤＦ＋データ版セット ２３１,０００円（税抜２１０,０００円） 

  ネットワークパッケージ版 ３７４,０００円（税抜３４０,０００円） 
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